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歴史と文化を未来へつなぎ、 

心豊かな人を育むまちづくり 

 

 

 

（原案） 

  

資料№８‐④ 

審議会の意見を反映した修正案 

90



 

第５章（基本目標） 歴史と文化を未来へつなぎ、心豊かな人を育むまちづくり 

 第１節（主要施策） 地域への愛着と誇りを育む教育 

第１項（施策分野） 学校教育 

 

【第1次総合計画での主な取組】 

○子どもたちの生きる力、郷土を愛する心を育むため、地域の自然や歴史、文化を

学習するなど、子どもの求めや願いを大切にした伊那市らしい総合的な学習を推

進しました。 

○学校、家庭、地域、産業界、行政が協働してキャリア教育の推進に取り組みまし

た。 

○小・中学校でボランティアによる学習支援事業に取り組みました。 

○読み書きにつまずきのある児童の早期発見・支援事業に取り組みました。 

○小 1 プロブレム、中 1 ギャップの解消のため幼保小・小中連携を推進しました。 

○地域の特性に応じて、保育園、全小中学校が取り組む、伊那市学校給食食農体験

事業「暮らしのなかの食」に取り組みました。 

○児童・生徒の安全確保と地域の防災拠点の整備を図るため、小中学校の非構造部

材耐震化とトイレの改修を行いました。 

○「学校給食施設整備計画」を策定し、計画に基づき、施設整備を進めました。 

 

【施策分野における現状と課題】 

○児童生徒の豊かな感性を育み、人格を形成していくため、体験的・探求的な活動

を重視した総合的な学習や読書活動の推進が求められています。 

○子どもたちが、将来、社会的・職業的に自立し、社会の中で自分の役割を果たし

ながら自分らしい生き方を実現するための力を育むために、学校、家庭、地域、

産業界、行政が協働して子どもたちの発達の段階にふさわしいキャリア教育を更

に推進・充実させていくことが求められています。 

○児童生徒の学力向上に向けて、自ら学ぶ意欲や学習習慣の形成を図り、一人ひと

りの児童生徒の実態に応じたきめ細かな学習指導をしていく必要があります。 

○児童生徒が情報モラルを身につけ、コンピューターや情報通信ネットワークなど

の情報伝達手段を活用できるようにするため、機器の整備を進めながら、情報教

育に関する学習活動を充実するとともに、新学習指導要領に対応する教材備品の

整備を行う必要があります。 

○就学前教育と小学校とのギャップによる「小１プロブレム」や中学校生活になじ

めずに不登校となる「中 1ギャップ」の問題を解消するために、幼保小中の連携
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による指導が一層求められています。 

○外国籍や多様な障害を持つ児童生徒に対する支援が必要となっています。また、

人権・国際理解にかかわる教育を進めていく必要があります。 

○経済的に困窮している家庭が増えており、子どもたちの豊かな育ちのため、そう

した家庭への支援が必要となっています。 

○生活リズムの乱れの見える子ども、一人で食事をとる子どもが増えています。児

童生徒に規則正しい生活習慣を身につけさせ、家族とともに食卓を囲む時間を過

ごし、心と体を健やかに育成することが求められています。 

○学校給食は、児童生徒にバランスのとれた食事を提供するとともに、生涯にわた

る望ましい食習慣の形成や地産地消の推進など、「食育」として重要な役割を果

たしており、さらなる充実が求められています。 

○校舎や体育館の構造部材の耐震化は完了しましたが、非構造部材の耐震化、給食

施設の整備が急務となっています。 

○少子化により児童生徒数が減少している学校と宅地化の進行などにより児童生

徒数が増加している学校があるため、教室不足の解消や通学区の見直しを慎重に

検討していく必要があります。 

○通学路における不審者による声がけなど、児童生徒を対象とした事案が頻発して

いるため、児童生徒の登下校時の安全対策を一層充実していく必要があります。 

○長野県の提唱する「信州型コミュニティ・スクール創造事業」では、継続的に活

動可能な運営委員会の組織化が求められています。 

 

【第2次総合計画における施策と展開方針】 

１ 学校教育の充実 

○伊那市の教育理念「はじめに子どもありき」を具現するため、すべての教育活

動を「子どもに発し、子どもに還る」ものとするよう努めます。 

○子どもたちの「生きる力」「自分の学ぶ力に対する自信」を育み、豊かな人間性

を身につけられるようにするため、総合的な学習の時間の取組等を、伊那市の

自然や文化、伝統、産業などにかかわる体験的な学習をもとに推進します。 

○信州型コミュニティ・スクール事業に取り組み、地域に開かれた学校づくりを

推進します。 

○職場体験学習の事前事後学習等を通じて生徒一人ひとりに目的意識を持たせ

るための支援を行うとともに、地域で子どもを育てるという「伊那市キャリア

教育憲章」のビジョンを関係者間で共有し、企業・各種団体が設けたブースを

中学生が巡る「キャリアフェス」、小学生の職業選択の意識付けに向けた企画な

ど、各種キャリア教育の取組を推進します。 

○学力検査などの分析を、児童生徒一人ひとりの学習指導に生かすとともに、体

験的な学習やグループ学習を取り入れたり、授業をもっと良くする３観点（ね

92



 

らい、めりはり、見とどけ）を特に意識した授業改善に取り組み、児童生徒の

自発的な学習を促進します。 

○自ら学ぶ意欲や心豊かな人間性を育むため、学校図書館の充実やボランティア

の協力による読書活動等を推進します。 

○グローバルな見方、考え方を育むため、ＡＬＴの配置やＩＣＴ機器を活用した

外国語指導の充実を図ります。 

○プログラミング教育など新学習指導要領に沿った基本的な情報活用能力を育

成するとともに、学校のＩＣＴ環境を整備し、情報機器の正しい利用のための

情報モラル教育を進めます。 

○ＩＣＴ機器を活用した遠隔合同授業の実施などにより、中１ギャップの解消を

図るとともに、複数の教室で児童生徒が優れた授業を共有したり、教師のため

の授業改善に役立てたりする機会とします。 

○教員の資質・指導力の向上を図るため、ＩＣＴ機器の活用や新しい教科等の指

導についての研修を充実させます。 

 

２ きめ細かな学びの支援 

○保育士と教職員による保育・授業交換や同じ中学校区の児童の相互交流により

幼稚園・保育園・小学校・中学校の連携を図り、小１プロブレムや中１ギャッ

プの解消を図ります。 

○障害を持つ児童生徒を支援するため、特別支援教育支援員を配置します。また、

外国籍の児童生徒の就学を支援するため、外国語児童生徒支援相談員を配置し

ます。 

○低所得保護者のための就学援助や、遠距離通学児童生徒の通学支援を行います。 

 

３ 安心安全な給食と食育の推進 

○地元野菜の利用など、地産地消を進めながら、学校給食の充実を図るとともに、

伊那市学校給食食農体験事業「暮らしのなかの食」を推進し、児童生徒が食物

生産に関わる循環型社会のあり方を体験できるよう努めます。 

○アレルギー対応が必要な児童生徒に対する対応食の提供に万全を期していき

ます。 

○「伊那市学校給食施設整備計画」に基づき、学校給食の効率的な業務運営と安

心・安全な給食が提供できる給食施設の整備を進めます。 

 

４ 学校施設の耐震化・長寿命化と適正配置 

○小中学校の安全性・快適性の向上を図るため、「非構造部材耐震化計画」に基づ

き、体育館の非構造部材の耐震化・校舎の大規模改造工事等建物の長寿命化を

実施するとともに、暑さ対策にも取り組みます。 

○学校の適正配置に向け、通学区の弾力化などについて調査、研究します。 

93




































